
平成30年度 A日程算数解説

1⃣
毎年出題される計算問題。後半になるにつれて複雑になっていくが、ここで点数を落とすと、この

あと出てくる文章問題で取り返さなければならなくなる。初めからハンデを背負うようなものだ。日

頃から途中の計算を書き残すやり方を練習しておこう。特に難しい計算では、一度に頭の中で計

算する量を増やせば増やすほど、計算を間違えやすくなる。

(1) 順番通りに前から計算すると、以下のようになる。

また、先に足し算を計算してから引き算してもよい。

(2) かけ算とわり算を優先的に計算する。

(3) ひっ算で解いても良いが、ここでは小数を別にして計算してみる。こうすることで、小数点
の移動をまとめて最後に考えることができるようになる。
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(4) 原則として、帯分数は仮分数になおしてから計算しよう。

これをおきかえて計算すると、

(5)
帯分数に加えて、小数も仮分数に直してから計算する。また、中カッコのなかでは、小

カッコを優先して計算しよう。

これを使って計算すると、
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2⃣
受験でよく見る文章問題がまとめられた小問集合だ。ひとつひとつの問題は標準的な難易度に

おさまっているが、出題範囲がとても広い。知っていればある程度解けるという問題が多いので、

もし知らない・慣れていない問題があったら、練習しておこう。

(1) 両方ともわりきれる整数の中で一番大きい数を聞かれている。これは最大公約数そのも
のだ。

約数を全て書いて最大公約数を求めてもよいが、ここではすだれ算を使って求めてみよ

う。　　　　

今回の問題だと以下のようになる。

よって最大公約数は
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(2)
それぞれを小数になおして計算すると、

数直線上で確認すると、以下のようになる。

よって、間にある数字は で12個。

(3)
植木算の問題である。基本的に、端にあるものの数え方に気を付けながら解いていこう。

まず、左はしに電柱をおく。すると、残りの電柱は7本。

残り7本の電柱は、1本置くごとに左端から右端までの長さが7mずつ増えていく。

よって、7本全部を置くと、 となる。初めの1本までカウントして、
としないように気を付けよう。
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(4) つるかめ算の問題である。つるかめ算では、まずは極端な例を考えてから、問題の条件
に合うように数字をずらしていくのが基本となる。

はじめに100円玉を22枚だと考えてみよう。このときの合計金額は、 円

となり、残念ながら1850円にはならない。

では、ためしに1枚だけ100円玉を50円玉に変えてみよう。このときの合計金額は、
円である。これも1850円になってはいないが、さっきよりは

少しだけ近づいている。

大事なのは、100円玉を1枚50円玉に変えたときの合計金額の変化だ。初めが2200円
だったのに対し、1枚変えたあとは2150円になっている。
つまり、 円だけ減って、目標金額に近づいている。

念のために、もう1枚100円玉を50円玉に変えてみよう。このときの合計金額は、
円である。

1枚のときの金額と比べると、やはり 円だけ減って、さらに目標金額

に近づいている。

これからわかることは、100円玉を1枚50円玉に変えるたびに、50円ずつ合計金額が減っ
ているということだ。これさえわかれば、後は目標金額になるまで50円玉に変えていけば
よい。

さて、これ以降の話だが、目標の金額になるまで1枚ずつ変えていってもいい。けれど、こ
こではもう少しスマートに解いてみよう。

100円玉が22枚のときの合計金額は2200円。
目標金額1850円との差は、 円だ。

ここで、1枚100円玉を50円玉に変えると、50円ずつ差が縮まっていく。
つまり、 枚を50円玉に変えれば、ちょうど目標の金額に合うはず。
よって、100円玉は15枚。50円玉は7枚となる。
試しに実際に計算してみると、 円となるため、これは正しい。

なお、逆に50円玉が22枚という状態から始めてもよい。
この場合は 円なので、 円少ない。

50円を1枚100円に変えると50円増えるので、
枚100円玉を増やせばよい。

よって50円玉は、 枚、100円玉は15枚となる。

模範解答は以上になるが、実はこの問題は面積算として解いていくことも可能だ。面積

図は、四角形の縦と横の長さに何かをあてはめて、面積として問題を解いていくための

図だ。
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今回は、縦に1枚あたりの金額。横に枚数をあてはめて図を書いてみよう。

50円を□枚として問題を図で表すと、

ここで、上の四角形を２つ合わせた図形の横の長さは、

枚になる。縦の高さが100円の長方形を重ねると、その長方形の面
積は 円になる。

上の図の赤い長方形の面積は2200円で、青い長方形の面積の和は1850円なので、2つ
の面積の差は 円となる。これを緑の長方形として図に書きこむと、

以下のようになる。

緑の長方形は縦の長さが50、横の長さが□で面積が350なので、

枚
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(5)
今回の問題に限らず、平均には以下のような関係がある。

今回の問題では、5回のテストの合計点=5回のテストの平均点×5で計算できる。
実際に計算してみると、5回のテストの合計点は、 点となる。

次に、6回目のテストで平均点が70点になったとすると、6回のテストの合計点は、
点となる。

6回のテストの合計点から、5回目のテストの合計点を引くと、6回目のテストの点数が出
る。

すなわち、 点が答えである。

(6)
時間の単位には、以下のような関係がある。

順に割っていって時間を出していく。

まずは秒を時間になおすための割り算をすると、

となり、1時間と2364秒となる。
次に2364秒を分になおすための計算をすると、

となり、39分と24秒となる。
あわせると、1時間39分24秒が答えとなる。
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(7)
割合が登場しているので、線分図で解いていく。問題を図にまとめると以下のようにな

る。

上の線分ははじめのひもの長さを元の量=①としている一方、下の線分は1回使ったあと
のひもの長さを元の量=1⃣としている点に注意しよう。元の量が異なるときは、異なる図形
で比を囲んでいたほうが間違えにくくなる。

さて、それではどのように解いていくか、という話だが、ここでは1回使った後について考
えてみよう。というのも、線分図ではその上下、つまり比べる量と割合がわかっていれば

元の量をだすことができるからだ。

はじめの方は、比だけがわかって長さがわかっていない。一方で1回使った後の方は、 2
3

が50cmだとわかっている。そのため、1回使った後の線分図を先に考えていこう。
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今、割合が で、比べる量が50なので、2
3

より、

75cmが1回目に使った後の元の量、つまり1回使った後の長さになる。

これは上の線分だと、 に等しい。
5
7

そのため、割合が 、比べる量が50となり、元の量①が計算できるようになる。実際に計5
7

算してみると、

より、

105cmが元の量、つまりはじめのひもの長さだとわかる。これが答えだ。
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(8)
通過算の問題である。通過算では、自分の長さの分だけ余計に進まなければならない点

に注意して解いていこう。

たとえば、長さ100mの電車があって、渡りたい橋が500mだったとする。すると、この電車
が橋をわたり始める瞬間の図は、以下のようになる。

さて、ではここから何メートル進めば橋をわたり切れるだろうか？橋が500mだから
500m……と言いたいところだが、実は500m進んでも橋はわたり切れない。というのも、
500m進んでも、ちょうど電車の先頭が橋の終わりにさしかかるだけだから。図としては以
下のような感じだ。

これでは「橋をわたりきった」とはいえない。実際には、電車の最後尾が橋をぬけきるま

で、追加で100m進む必要がある。
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このとき、結局電車が進んだのは「橋の長さ+自身の長さ」で とな

る。

この「自身の長さの分だけ余計に進まなければならない」というのが通過算で一番大事な

ことだ。

さて、それでは今回の問題について考えてみよう。問題文では、”秒速20m”で、”52秒間”
で鉄橋をわたりきったと書いてある。

このとき電車が進んだ距離は、 だ。

上で例を挙げて説明したように、この1040mは、鉄橋と電車の長さを足した距離だ。鉄橋
の長さは800mなので、電車の長さは、 と求められる。これが答え

だ。

ちなみに、例に挙げたのも問題に取り上げられているのも橋を通過するときの話だが、こ

れ以外にも「トンネルを通過する」「電車を追い越す」といった状況でも、同じことがいえ

る。しっかりと理由までふくめて覚えておきたい
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(9)
図形の下に五角形になるように補助線をいれて、さらにその場所の角度を , とす

る。これに加えて、●印がついているところにもそれぞれアルファベットを割り当てると、以
下のような図になる。

ここで、真ん中にある三角形に注目する。

三角形の角度の和は180°なので、残りの角度は180°-(f+g)と表せる。

ここで、対頂角の関係を利用する。
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対頂角を利用すると、反対側の角度も、同じく180°-(f+g)となる。

さらに、下にある三角形に注目する。

180°-(f+g)について式をたてると、ここは180°から残りの角度であるx,yを引いたのと同じ
大きさになっているはずなので、

という式が立つ。

ここでx+yとf+gをそれぞれ記号♣と♠でおきかえると、

が成り立つ。同じ180°から引いて等しくなるということは、

であるため、結局

となる。

最後に●印のついた角度の和を求めると、

これは五角形の内角の和と同じである。

n角形の内角の和は、
で計算できるので、

が答えとなる。
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(10)
立方体を切断するときには、まず3点のうち2点をふくむ平面に切り口をかく。次に向かい
合っている面に平行な切り口をかいて考える。

また、図形の種類を考えるときにはそれぞれの図形の定義も覚えておくこと。

この問題では、3点BDPのうち、2点BDをふくむ上面を基準に考えていく。切り口BDをか
きこむと、以下の図のようになる。

つづいて、向かい合っている下面にPがあるので、ここに平行な切り口とそのはしである
Qをかきこんでいく。
上面と下面を並べてみると、以下の図のようになる。PがFHの中点からはじまっているの
で、QもGHの中点におくことで平行にすることができる。
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これを元の立体にかきうつすと、以下のようになる。

BDとPQは平行なので、これは向かい合う辺のうち、一組が平行な四角形となる。よって
切り口の図形は台形となる。
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(11)

しゃ線が入っていない部分をもとめて、全体から引くことで求めていく。

上の図を見てみると、下の赤い円は半径4cmの半円。上の青い円は半径2cmの半円が2
つ分である。この部分を計算する。

(赤い半円の面積)+(青い半円の面積)×2
=(赤い半円の面積)+(青い円の面積)

あとはこれを計算して、全体から引けばよいだけだが、以下の計算の工夫を使うと少しだ

け楽ができる。

ここでは、両方のかけ算に3.14が入っているので、これを基準にまとめると以下のように
なる。

これを全体の正方形から引くと、

このように、円が関係する計算では、円周であれ面積であれ、ひんぱんに3.14が登場す
る。計算の工夫を知っておくと、素早く、間違えず、楽に計算ができるだろう。
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https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=%3D12%5Ctimes3.14#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=%3D37.68%5Cmathrm%7B(cm%5E2)%7D#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=64-37.68#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=%3D26.32%5Cmathrm%7B(cm%5E2)%7D#0


3⃣
最短の道のりを考えるときには、基本的に”足し上げ”を行っていく。
足し上げとは、「たとえば、左下の地点から右上の地点に行くとする。このとき、ある交差点へは

左から来るか下から来るかのどちらかしかない」という考え方だ。

上から下に来てしまう、あるいは右から左に来てしまうと最短の道のりではなくなってしまうからで

ある。

これらの話をまとめると、以下のようになる。

これをスタート地点から順に進めていき、最終的にゴール地点が出るまで足していく。これが足し

上げである。
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とはいっても、いきなり使うのは少し難しい。そこで、簡単な例をもとに計算方法を学んでみよう。

たとえば、縦2マス、横2マスの道を左下から右上に行く問題であれば、以下のように計算を進め
ていくことになる。

まずは左下のスタートのマスに1を入れよう。ここがスタートというのは決まっているため1として計
算する。

次に、1の右側を考える。下側に道はないので、0通りとして扱うので、結局1になる。

そのさらに右側も同じ理由で1となる。
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さて、次はいったんスタートに戻って、上に行ってみよう。こちらは下はあるが、左がない。そのた

め、やはり1通りになる。

お次はそのさらに上だ。こちらも同じ理由で1となる。

ここでいったん、全体を見てみると、以下のようになる。

これは割と当たり前のことでは？と感じる人もいるだろう。確かに、スタートから右や上に行くため

にはスタートから来るしかない。だから1通りになるし、それはその先も同じだ。大体の場合にお
いて、スタートから上一直線や右一直線は一通りになっていることが多い。
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さて、次はスタートから右斜め上に注目してみよう。ここは左が1通りで、下も1通りなので、足して
2通りとなる。

ここで念のため、本当に2通りなのかを確かめてみよう。左下1マスだけを切り取って考えてみる
と、以下のように右から上に行くか、上から右に行くかになっているので2通りで正しいことがわか
る。

正しいことが確認できたところで、引き続き考えていこう。次は右に移動する。左は2通り、下は1
通りなので、あわせて3通りとなる。
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さて、次はその上のゴール……といきたいところだが、まだ左側がわかっていないので求められ
ない。そのため、ゴールの左を先に求めよう。

このように、求めたい場所がまだ求められないときは、求められるところから手をつけていいく。こ

の◎の左は1通り、下は2通りなので、合計3通りになる。

最後にゴールを計算すると、左も下も3通りずつなので、合計6通りとなる。

21



以上のような流れで計算していくのが道のりの問題の基本となる。計算自体は単純なものだが、

数が多ければ多いほど必要な計算の回数が増えていくし、当然ながら一度計算を間違えると以

降は全部答えがずれてしまう。注意しながら計算しよう。

なお、計算が正しいかの一つの目安として、スタートからゴールまで引いた線に対し、値が対称

になっているかどうか？というものがある。

非常に便利だが、一方で図形が対称的な形をしていないときには利用できない。重ね重ねにな

るが、しっかりと計算しよう。

(1)
上に書いた足しあげをすると、以下のようになる。

なお、赤い矢印で書いてある丸数字は計算する順番の一つの例である。この通り

に計算する必要はないが、通常は外からうめていくことが多い。
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(2)
この問題のように途中通る場所を指定されたときは、最初→途中と、途中→最後
を別々に計算したのち、以下の考え方を使ってかける。

今回の問題でAからPまでの行き方を数えると、以下の図のように15通りになる。

同じようにPからBまでの行き方を数えると、3通りになる。

よって答えは、

(AからPまでの行き方)×(PからBまでの行き方)

(通り)
4⃣
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https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=%3D15%5Ctimes3#0
https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=%3D45#0


この問題にかぎらず、グラフの問題では”直角三角形”に注目して解いていく。
「どのくらいの○○で、どのくらいの△△の変化があったのか」を考えるためである。ここでは○○は
時間であることが多い。

今回の問題だと「1分間で、どのくらいの水の量の変化があったのか」を考えることになる。
この問題では以下の2つの直角三角形に注目して解いていくことになる。

(1)
水そうAの変化に注目すると、以下のような直角三角形がでてくる。

10分間で100L排水されているので、1分あたり
の水が排水されていることになる。
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https://www.codecogs.com/eqnedit.php?latex=100%5Cdiv10%3D10%5Cmathrm%7B(L)%7D#0


(2)
(1)のように水そうBにも直角三角形があるが、最初の水の量がわかっていないため、そ
のままでは解くことができない。そこで、水そうAの直線と水そうBの直線が8分で交わって
いる=8分のときは同じ水の量であることを使って考えていく。

①番で求めた排水量を使うと、水そうAは8分で 排水されて、

の水が残っていることがわかる。ここで水そうBの8分から13分までの
直線を直角三角形にしてみると、以下の図のようになる。

5分間で20L排水されているため、1分あたり
ずつ排水されている。水そうBは排水を始めてから13分間で排水を終え

ているため、 の水がはじめに入っていたことになる。

(3)
ニュートン算の問題である。ニュートン算の主な解き方としては、「1分ごとに考える」やり
方と、「まとめて考える」やり方の2つがある。時間がはっきりとしていないときには前者、
はっきりしているときには後者を用いることが多い。今回は後者のやり方を用いて解いて

いく。

まず、水そうBに注目しよう。今回の問題では水そうBは特に何もされていないため、13分
で排水が終わるはずである。そのため、何もなければ10分で排水が終わる水そうAに、
余計に3分使わせる必要が出てくる。

水そうAは1分間に10Lずつ排水するため、余計に3分使わせるためには、
だけ水を増やす必要がある。

水そうAには1分で4Lの水が給水されるので、
30L給水されるためには 分必要。

これより長く入れると30Lより多く水が入ってしまって、13分よりおそく空になる。逆に短く
入れると30Lより少ない水しか入らくなくなって、13分より早く空になってしまう。

ちょうど7.5分給水してもらうためには、終わりの13分からさかのぼって
(分)の時点で給水を開始すればよい。

よって答えは5.5分後となる。
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